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　　　　　　　　　　韓国訪日団歓迎会

去る5月21日来閲した、李泓波韓国仏教宗団協議会事務総長
を団長とする韓国訪日団の歓迎会が開かれた。
　　　（写真は李団長に記念品を贈呈する籏本事務総長）
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去
る
五
月
二
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
、

ン
ド
ホ
テ
ル
で
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

長
を
議
長
に
、
成
田
有
恒
、

事
録
署
名
人
に
選
出
、
議
事
に
入
っ
た
。

京
都
グ
ラ

石
上
理
事

多
紀
頴
信
の
両
三
を
議

議
案
第
一
号
「
平
成
三
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
件
L

　
石
上
議
長
よ
り
上
程
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
　
川
島
総
務
部
長
が
説
明
、

O

【
京都グランドホテルで開かれた理事会

　
議
案
第
二
号
「
平
成
三
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
石
上
議
長
よ
り
上
程
。
斎
藤
財
務
部
長
が
決
算
書

を
詳
細
に
説
明
、
岩
間
監
事
が
監
査
報
告
を
行
っ
た

後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
ル
ン
ビ
ニ
i
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
石
上
議
長
よ
り
上
程
。
木
内
国
際
文
化
部
長
、
川

井
ル
ン
ビ
三
里
委
員
長
か
ら
、
今
秋
着
工
予
定
の
マ

ヤ
堂
修
復
事
業
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ

た
。
質
疑
の
後
、
こ
の
方
向
で
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
協
議
事
項
「
平
和
の
集
い
ベ
ル
ギ
ー
大
会
に
つ
い

て
」
　
川
島
総
務
部
長
が
説
明
。
協
議
の
後
、
こ
の
問
題

は
国
際
委
員
会
へ
諮
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
報
告
事
項

①
事
務
総
局
人
事
に
つ
い
て

②
参
与
の
推
薦
に
つ
い
て

③
湾
岸
戦
争
難
民
被
災
民
救
援
募
金
に
つ
い
て

④
加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会
に
つ
い
て

⑤
第
3
5
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
九
州
大
会
に
つ
い
て

⑥
第
1
8
回
世
界
仏
教
徒
会
議
台
湾
大
会
に
つ
い
て

⑦
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
担
当
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
本
会
と
自
民
党
文
教
関
係
議
員
と
の
懇
談
会
が
、

去
る
六
月
十
二
日
午
前
十
一
時
半
か
ら
自
民
党
本
部

（
東
京
永
田
町
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
会
合
は
、
毎
年
、
広
く
仏
教
界
の
声
を
聞
き

た
い
と
い
う
自
民
党
の
呼
び
か
け
で
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
、
石
上
理
事
長
、
籏
本
事
務
総
長
を
は
じ
め
、

各
宗
か
ら
代
表
者
が
出
席
し
た
。

　
懇
談
会
は
、
田
沢
智
治
党
文
教
局
長
の
開
会
挨
拶

で
始
ま
り
、
塚
原
俊
平
全
国
組
織
委
員
長
、
臼
井
日

出
男
文
教
部
会
長
ら
が
、
次
々
に
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
本
会
か
ら
は
、
最
初
に
石
上
理
事
長
が
挨
拶
、
つ

づ
い
て
籏
本
事
務
総
長
が
、
現
在
の
仏
教
界
が
お
か

れ
た
状
況
を
説
明
し
た
後
、
①
「
公
職
選
挙
法
」
改

正
に
か
か
わ
る
政
治
家
の
寄
付
禁
止
に
つ
い
て
、
②

ル
ン
ビ
ニ
i
園
復
興
に
つ
い
て
、
③
税
制
改
正
に
つ

い
て
、
④
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
、
⑤
同
和
推
進
に

つ
い
て
、
の
五
点
に
関
し
て
要
望
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
懇
談
に
移
り
、
午
後
一
時
過
ぎ
ま
で
、

出
席
議
員
か
ら
、
要
望
に
対
し
て
前
向
き
に
取
り
組

み
た
い
と
い
う
意
見
が
、
次
々
に
表
明
さ
れ
た
。
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’
医
し
÷
．
｝
　
「
一
　
窮
う
』
・
》
謬
　
‘
∫
　
　
訂
回
歴

．
際

．
還
魂

曝
霧
羅
灘
、
羅
灘
講
灘
、
麟
・
識
灘
鑛
籔

　
去
る
六
月
十
六
日
午
後
二
時
か
ら
、
平
成
四
年
度

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
、
東
京
グ
ラ
ン
下

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
、
籏
本
事
務
総
長
の
導
師
で
三
帰
難
文
を

唱
和
、
事
務
総
長
挨
拶
に
つ
づ
い
て
、
東
京
都
仏
教

連
合
会
理
事
長
の
岩
崎
宗
秀
師
を
座
長
に
選
出
、
議

事
に
入
っ
た
。

　
①
第
三
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
九
州
大
会
に

　
　
つ
い
て

　
野
生
司
社
会
部
長
か
ら
、
本
年
九
月
十
、
十
一
の

両
日
に
わ
た
っ
て
、
福
岡
県
に
お
い
て
開
始
さ
れ
る

第
三
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
九
州
大
会
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
福
岡
県
仏
教
連
合
会

の
黒
田
英
之
会
長
が
、
開
催
内
容
を
詳
細
に
説
明
し

た
。　
②
第
十
八
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
台
湾
大
会

　
　
に
つ
い
て

　
木
内
国
際
文
化
部
長
が
、
本
年
十
月
二
十
七
日
か

ら
十
一
月
三
日
ま
で
、
台
湾
で
開
催
さ
れ
る
第
十
入

回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
台
湾
大
会
に
つ
い
て
、

詳
細
な
説
明
を
行
っ
た
。

　
③
同
和
推
進
に
つ
い
て

　
伊
東
同
和
推
進
部
長
が
、
活
動
報
告
と
協
力
の
要

請
な
ら
び
に
、
六
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
る
加
盟
団

体
代
表
者
同
和
研
修
会
の
説
明
を
行
っ
た
。

　
④
税
務
調
査
の
現
況
に
つ
い
て

　
長
谷
川
正
浩
本
会
顧
問
弁
護
士
が
、
税
務
調
査
の

現
況
に
つ
い
て
、
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
事
例
を

　
懸

も
と
に
詳
細
な
説
明
を
行
っ
た
。

　
出
席
者
か
ら
活
発
な
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
⑤
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
木
内
国
際
文
化
部
長
が
、
本
会
が
進
め
る
ル
ン
ビ

ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
実
施
計
画
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
行
い
。
勧
募
活
動
へ
の
さ
ら
な
る
協
力
を
要
請

し
た
。

　
会
議
終
了
後
、
同
ホ
テ
ル
で
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

麟灘羅騰鍵
宮崎県仏教連合会の発会式

　
宮
崎
県
仏
教
連
合
会
の
発
会
式
が
、
去
る
五
月
二

十
七
日
午
後
三
時
か
ら
、
宮
崎
市
の
宮
崎
観
光
ホ
テ
　
　
㌍

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
九
州
に
お
け
る
県
仏
は
、
福
岡
と
沖
縄

に
し
か
な
く
、
九
月
の
全
心
大
会
を
控
え
、
こ
の
地

で
の
組
織
強
化
の
重
要
性
が
、
た
び
た
び
指
摘
さ
れ

て
き
た
。

　
当
日
は
、
宮
崎
市
を
は
じ
め
、
延
岡
市
、
日
向
市
、

都
城
市
な
ど
か
ら
、
三
十
五
ヵ
寺
の
住
職
ら
が
出
席
、

会
長
に
、
宮
崎
市
仏
教
会
会
長
の
弘
中
誠
之
師
を
選

び
、
会
則
、
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
黒
田
英
之
本
会
副
会
長
が
、
全
日
本
仏
教
会

を
代
表
し
て
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
な
お
、
本
会
へ
の
正
式
加
盟
は
、
理
事
会
の
承
認

が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
秋
に
な
る
予
定
。

　唱　一ン・、　P’　｝み
「軍し

＝
畠
冒
一
「
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平成三年度財団法人全日本仏教
額
些
些
額
金

　
　
　
余

算
二
二
算
剰

　
　
　
算

二
二
予
決
算

　
　
　
出

入
出
撃

　
　
　
入

子
歳
歳

　　　　会歳入歳出決算
金102，218，000円
金104，574，326円
金102，218，000円
金94，192，506高
金10，381，820円

歳入の部

科　　　　　　　　　　目 対　　予　　算
款 項 目 予　算額 収入済額 収入超過額 収入未済額 付　　　記

1．負　担　金 89，218，000 87，622，000 1，596，000

1．各宗派負担金 79，758，000 78，522，000 1，236，000

2，各団体負担金 9，460，000 9，100，000 360，000

2．協　賛　金 1，000，000 0 1，000，000

3，寄　附　金 1，500，000 570，000 930，000

4．未納徴収金 1，500，000 1，293，000 207，000

5。基金果実 700，000 1，041，800 341，800

6．雑　収　入 3，300，000 3，230，860 69，140

7．繰　越　金 5，000，000 10，816，666 5，816，666

歳　　　　入　　　　計 102，218，000 104，574，326 2，356，326

歳出の部

科　　　　　　　　　　　目
款 項 目 予　算額 支出済額

○増　△減

ｬ　用　額 予算残額
付　　　記

1．事務総局費 69，670，000 65，939，892 3，730，108

1．人　件　費 50，970，000 48，605，902 2，364，098

1．事務総長手当 1，200，000 1，200，000 0

2．職貝俸給 25，800，000 24，212，000 1，588，000

3．諸　　　　給 19，820，000 19，101，244 718，756

4．厚　生　費 2，500，000 2，442，658 57，342

5．退職積立金 1，650，000 1，650，000 0

2．事　務　費 11，600，000 10，591，696 1，008，304

1．借館密室費 4，300，000 4，300，000 0

2．通　信　費 2，000，000 1，623，931 376，069

3．消耗品費 400，000 385，367 14，633

4．光　熱　費 2，000，000 1，525，034 474，966

5．備　品　費 1，500，000 1，483，813 16，187

6．印　刷　費 1，000，000 886，495 113，505

7．諸　雑　費 400，000 387，056 12，944

3．旅　　　　費 3，300，000 3，034，280 265，720
4．関西事務局費 2，000，000 2，000，000 0

5．渉　外　費 1，800，000 1，708，014 91，986

2．総務部費 6，300，000 6，185，027 114，973

1．諸会議費 3，300，000 3，227，851 72，149

1．理事会費 1，200，000 1，190，890 9，110

2．評議員会費 400．00 400，000 0

3．諸会議費 1，700，000 1，636，961 63，039
2．共通事項処弁費 3，000，000 2，957，176 42，824

3．財務部費 2，400，000 2，327，720 72，280

1．調査研究費 2，400，000 2，327，720 72，280

1．調査研究費 700，000 662，146 37，854

2．税務対策費 1，700，000 1，665，574 34，426

4．同和推進部費 6，000，000 5，982，998 17，002

1．同和推進費 4，000，000 3，999，453 547
2．同和委員会費 2，000，000 1，983，545 16，455

5．社会部費 7，500，000 7，254，885 245，115

1．組織強化費 1，500，000 1，467，054 32，946

1．組織強化費 1，000，000 967，054 32，946
2掴内仏教徒会議費 500，000 500，000 0

2．機関誌発行費 5，000，000 4，993，419 6，581

3．時局対策費 1，000，000 794，412 205，588
6．国際文化部費 5，400，000 4，130，316 1，269，684

1．国際運動費 4，900，000 3，861，972 1，038，028

1．WFB関係費 1，200，000 1，090，054 109，946
2．国際仏教交流費 2，500，000 2，050，414 449，586

3．国際渉外費 1，200，000 721，504 478，496

2．教化諸費 500，000 268，344 231，656
7．雑　　　　費 448，000 391，389 56，611

8．基本金繰入金 500，000 500，000 0

9．予　備　費 4，000，000 1，480，279 2，519，721

支　　　　出　　　　計 102，218，000 94，192，506 8，025，494
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●

曹
洞
宗
宗
務
庁

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

真
宗
大
谷
派

浄
土
宗
宗
務
庁

◎

管
　
　
門
並
　
羽
　
廉
芳

総
　
　
長
松
村
　
了
　
昌

宗
務
総
長
　
細
　
川
　
信
　
元

浄
土
門
主
藤
　
井
實
慮

宗
務
総
長
大
　
竹
　
明
　
彦

宗
務
総
長
　
成
　
田
　
有
　
恒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

参
　
　
議
　
田
　
邊
　
哲
崖

総
　
　
務
酒
　
生
　
文
彦

参
　
　
務
熊
　
谷
　
宗
恵

総
務
局
長
　
山
　
田
　
瑞
　
祥

参
　
　
議
岡
　
田
　
巳
　
成

教
学
局
長
　
吉
　
田
　
昭
　
柄

＝

教
学
部
長
　
伊
　
東
　
盛
　
熈

同
　
　
青
地
　
敬
　
水

同
　
　
稲
　
垣
　
俊
　
一

財
務
局
長
　
浅
　
野
　
良
　
光

＝

財
政
部
長
　
三
　
宅
　
心
　
戒

社
会
局
長
同
和
推
進
　
江
　
口
　
定
　
信
事
務
局
長

教
化
部
長
　
小
田
原
　
u
　
仁

同
　
　
柱
松
青
轡

同
　
　
伊
賀
閑
信

東
　
京
斉
藤
粉
一

●
●
　
　
■

禾

事
務
所
長
　
　
　
　
　
　
洲

4 ”“

総
務
部
長
　
士
口
　
井
　
　
道
　
　
樹

総
長
公
室
長
　
近
　
藤
　
正
　
也

≡

出
版
部
長
　
佐
　
伯
　
逸
　
雄

同
　
　
豊
　
原
　
大
　
成

同
　
　
雨
　
森
有
慶

輌
蜘
局
騨
腿
　
蓮
　
池
　
瑞
　
旭

8

伝
道
部
長
　
千
代
川
　
耕
　
宗

出
版
室
長
　
小
　
林
　
正
　
道

国
国
　
7
　

人
事
部
長
森
　
　
　
和
　
久
東
京
都
港
区
芝
二
一
五
－
二
〒
鵬
　
〇
三
（
三
四
五
四
）
五
四
＝

　
同
　
　
木
南
正
　
直
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
門
前
町
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
八
一

　
同
　
　
内
藤
義
英
京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
り
七
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
　
常
葉
町
七
五
四
〒
㎝
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
入
一

京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
1
八
〒
備
　
〇
七
五
（
五
二
五
）
二
二
〇
〇
（
東
京
事
務
所
）
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四
〒
鵬
　
〇
三
（
三
四
三
六
）
三
三
五
一
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●

日
蓮
宗
宗
務
院

総
本
山
金
剛
峯
寺
高
野
山
真
言
宗
宗
務
所

臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
本
所

天
台
宗
務
庁

0

管
　
　
長
岩
間
　
日
　
勇
宗
務
総
長
　
伊
　
藤
　
通
　
明

髄
　
駐
竹
内
崇
峯
繍
翫
総
嚴
　
新
　
居
　
祐
　
政

管
　
　
長
春
見
文
勝

天
台
座
、
王
　
山
　
田
　
恵
　
諦

宗
務
副
総
長
　
佐
　
藤
　
光
　
春
蠕
画
部
飴
　
岩
　
間
　
湛
　
正
庶
務
部
長
　
二
　
　
宮
　
將
　
　
泰

繍
務
部
賄
　
庄
　
司
　
隆
　
興
繍
学
部
賄
　
嬉
　
野
　
覧
　
昭

宗
務
総
長
　
小
　
倉
　
宗
　
徳
総
務
部
長
　
馬
　
場
　
宗
　
信

宗
務
総
長
多
　
紀
　
頴
　
信
鯵
務
部
踏
　
山
　
本
　
尭
　
俊

＝
＝

財
務
部
長
　
田
　
中
　
恵
　
康

野
部
衛
安
芸
昌
憲

教
務
部
長
　
　
石
　
　
井
　
　
隆
　
　
教

蝋
林
部
賄
楠
　
公
延

教
学
部
長
　
家
　
永
　
重
　
遠

鯵
会
部
賄
　
高
　
松
　
義
　
寛

●

仁
道
灘
石
川
浩
徳
獺
獄
酷
鰍
　
石
　
川
　
教
　
張

鰍
会
部
蹄
中
西
啓
寳
同
和
局
長
　
佐
々
木
　
兼
　
俊

財
務
部
長
．
本
多
道
　
一

鯵
学
部
購
山
田
能
裕

≡

参
　
　
与
岡
部
法
順
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
山
＝
二
二
〒
㎜
1
0
2
　
0
七
三
六
（
五
六
）
二
〇
一
一

糀
綱
蝕
　
木
　
村
　
潮
　
音

幽
門
部
賄
　
吉
　
田
　
正
　
賢

4
日
国

参
　
　
与
白
部
健
順
細
聞
樋
社
踪
　
菊
　
池
　
泰
　
瑞

高
野
山
東
京
別
院
　
　
主
　
監
壽
山
良
知
高
野
山
弘
法
大
師
奉
賛
会

法
務
部
長
澁
　
谷
　
厚
保

総
務
室
長
　
師
　
田
　
賢
　
説

　7

@
東
京
都
大
田
区
池
上
一
－
三
二
一
一
五
〒
燭
　
　
〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
入
一
F
A
X
　
O
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
六

　
東
京
事
務
所
長
富
家
海
信
東
京
都
港
区
高
輪
三
一
一
五
一
一
入
〒
鵬
　
〇
三
（
三
四
四
一
）
三
三
三
八

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
〒
㎝
　
〇
七
五
（
四
六
三
）
三
一
二
一

大
津
市
坂
本
四
丁
目
六
番
二
号
〒
枷
1
0
1
　
0
七
七
五
（
七
九
）
○
〇
二
二
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●

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

総
本
山
仁
和
寺
真
言
宗
御
室
派

信
　
貴
　
山
　
真
　
言
　
宗
総
本
山
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺

財
団
法
人
　
　
埼
玉
県
佛
教
会

O

管
　
　
長
月
　
川
　
祐
　
俊

会
　
　
長
江
　
連
　
俊
　
則

宗
務
総
長
　
鈴
　
木
　
常
　
俊

節
　
甜
松
村
祐
澄

代
表
管
長
　
野
　
　
澤
　
一
丁
　
厳

副
会
長
　
河
　
野
　
亮
　
永

同
　
　
酒
　
井
　
文
雄

総
務
部
長
　
鳥
　
居
　
慎
　
誉

繍
翫
嚴
田
中
純
慮

専
務
理
事
　
目
　
　
里
山
　
靖
　
枯
仔

＝
＝

教
務
部
長
　
小
野
塚
　
幾
　
澄

急
務
部
噺
　
村
　
田
　
文
　
英

管
　
　
長
鈴
木
　
鳳
　
永

浦
和
市
高
砂
四
1
＝
二
一
一
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
佛
会
館
〒
鰯
　
　
〇
四
入
（
入
六
一
）
二
＝
二
入
F
A
X
　
O
四
八
（
入
六
四
）
六
六
四
九

財
務
部
長
　
杉
　
本
　
亮
　
一

猟
学
部
鮪
福
島
　
智
　
秀

静
岡
県
佛
教
会

教
化
部
長
　
高
　
橋
　
辰
　
興

宗
務
長
　
田
　
中
　
真
　
瑞

会
　
　
長
石
上
博
引

≡

総
合
教
化
研
究
所
・
市
　
橋
　
俊
　
昭
事
務
局
長

鵬
務
部
賄
　
堀
　
川
　
和
　
海

事
務
局
長
　
塚
　
本
　
智
　
見

4

興
教
大
師
八
百
三
針
斡
難
賜
　
鈴
　
木
　
道
　
雄
会
事
務
局
長

華
務
長
手
　
嶋
　
千
　
俊

庶
務
部
長
鈴
　
木
　
貴
　
晶

次
　
　
長
槁
村
寿
山

團
国

同
　
　
磯
　
田
英
雄

　7

@
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
－
四
〇
一
八
〒
m
　
O
三
（
三
九
四
五
）
〇
六
三
九

京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三
〒
鵬
　
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
＝
五
五
F
A
X
　
O
七
五
（
四
六
四
）
四
〇
七
〇

奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
信
貴
山
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
入
O
l
一
〒
鰯
　
〇
七
四
五
（
七
二
）
二
二
七
七
．

静
岡
県
富
士
郡
芝
川
町
大
久
保
一
二
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
恵
寺
内
〒
姻
－
0
3
　
0
五
四
四
（
六
五
）
〇
一
七
八

一7一

翻．r「ユイ剛＋’
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。
　
　
真
言
宗
智
山
派
　
　
　
　
大
本
山
　
川
崎
大
師
平
間
寺
一
　
　
　
　
貫
　
　
首
　
高
　
橋
　
隆
　
天

浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
総
本
山
永
観
堂
禅
林
寺
灘
　
銀
丹
羽
観
堂
京
都
市
左
京
区
永
観
堂
町
四
八
〒
鰯
　
〇
七
五
（
七
六
一
）
○
○
〇
七

本
門
佛
立
宗
本
山
宥
清
寺
講
　
　
有
水
　
谷
　
日
　
尚
宗
務
総
長
　
井
　
上
　
日
　
慶
京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
二
上
ル
　
　
　
　
　
　
東
竪
町
一
一
〇
番
地
〒
㎝
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
　
一
一
六
六

＝
＝

総
本
山
誓
願
寺
浄
　
　
　
土
　
　
　
宗
西
山
深
草
派
宗
務
所
管
　
　
長
鵜
飼
慶
範
宗
務
総
長
　
深
　
　
津
　
　
実
　
　
乗
京
都
市
中
京
区
新
京
極
桜
之
町
四
五
三
〒
脳
　
〇
七
五
（
二
二
一
）
〇
九
五
八

真
言
宗
国
分
寺
派
大
本
山
国
分
寺
髄
　
　
駐
丸
　
山
　
鍵
　
誉
宗
務
総
長
丸
　
山
　
秀
彦
事
務
総
長
　
合
　
田
　
和
　
教
大
阪
市
北
区
国
分
寺
一
－
六
一
一
八
〒
斑
　
〇
六
（
三
五
一
）
五
六
三
七

　
　
　
　
総
　
　
務
馬
　
本
　
克
美
　
　
　
　
院
　
　
代
原
　
　
　
隆
　
　
…
…
．
≡
　
執
事
野
澤
隆
幸
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
大
師
町
四
一
四
八
　
　
　
　
〒
㎜
　
　
〇
四
四
（
二
六
六
）
三
四
二
〇
　
　
　
　
F
A
X
　
O
四
四
（
二
七
七
）
八
一
六
三

真
言
宗
大
覚
寺
派
大
本
山
大
覚
寺
謄
　
賑
井
上
紀
生
薪
瀟
総
嚴
　
岡
　
田
　
高
　
功
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
沢
町
四
〒
鵬
　
〇
七
五
（
八
七
一
）
○
〇
七
一

孝
道
山
本
仏
殿
統
　
　
理
岡
　
野
　
正
　
貫
副
統
理
　
岡
　
野
　
鄭
　
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
㎜
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
一
二
〇
一

」
国
匿
　
7
　

念
法
眞
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺
燈
　
　
主
小
倉
台
　
現
大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
－
四
一
二
二
〒
珊
　
〇
六
（
九
一
一
）
二
一
〇
一

岐
阜
県
仏
教
会
岐
阜
市
西
野
町
三
－
一
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
岐
阜
別
院
内
〒
珈
　
〇
五
入
二
（
六
六
）
七
八
〇
三
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●
●

浄
土
宗
総
本
山
知
　
恩
　
院
門
　
　
跡
藤
　
井
實
慮
執
事
長
寺
本
哲
榮
　
　
　
　
　
内
　
局
　
一
　
同
京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
〒
猫
　
〇
七
五
（
五
三
一
ご
＝
一
一

真
言
宗
須
磨
寺
派
大
本
山
須
磨
寺
管
　
　
長
小
　
池
義
　
人
神
戸
市
須
磨
区
須
磨
寺
町
四
i
六
－
八
〒
鰻
　
〇
七
八
（
七
三
一
）
〇
四
一
六

大
雄
山
最
乗
寺
山
　
　
主
余
語
翠
巌
紀
　
　
綱
阿
　
部
　
顕
　
瑞
副
　
　
寺
豊
島
健
　
生
　
　
　
　
　
外
役
寮
一
同
神
奈
川
県
南
足
柄
市
大
雄
町
＝
五
七
〒
捌
－
0
1
　
0
四
六
五
（
七
四
）
一
一
＝
二
一

真
言
宗
中
山
寺
派
大
本
山
　
中
　
　
山
　
　
寺
肥
料
庫
県
宝
塚
市
中
山
寺
二
一
十
一
－
一
〒
鰯
　
　
〇
七
九
七
（
入
六
）
六
五
一
七
F
A
X
　
O
七
九
七
（
八
七
）
九
八
七
七

神
奈
川
県
仏
教
二
会
　
　
長
　
福
　
永
　
隆
　
昭
副
会
長
　
小
　
崎
　
竜
　
雄
　
同
　
　
横
　
山
　
敏
　
明
　
同
　
　
柳
　
下
　
隆
侃
　
同
　
　
大
井
重
　
忠
事
務
局
長
　
本
　
間
　
孝
　
康
横
浜
市
中
区
大
平
町
九
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
有
寺
内
〒
謝
　
〇
四
五
（
六
六
一
）
〇
一
六
六

新
義
真
言
宗
管
　
　
長
広
沢
純
孝
宗
務
総
長
星
　
　
　
慶
岳
東
京
都
文
京
区
湯
島
四
－
六
！
一
二
湯
島
ハ
イ
タ
ウ
ン
B
l
一
二
＝
〒
m
　
O
三
（
三
八
一
四
）
三
四
六
四

大
本
山
護
　
　
國
　
　
寺
貫
　
　
主
小
林
良
　
弘
執
　
　
事
岡
　
本
　
永
　
司
院
　
　
代
上
谷
良
祐
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
－
四
〇
1
一
〒
田
　
〇
三
（
三
九
四
一
）
〇
七
六
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
七
六
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
七
〇
六

≡

聖
観
音
宗
　
浅
草
寺
貫
　
　
首
　
壬
　
生
　
台
　
舜
執
事
長
　
小
岩
井
　
貫
　
承
東
京
都
台
東
区
浅
草
二
一
三
－
一
〒
m
　
　
O
三
（
三
入
四
二
）
〇
一
八
一
F
A
X
　
O
三
（
三
入
四
五
）
六
九
三
三

8
日
国
＝
「
・
　

日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
法
　
　
主
岩
　
間
　
日
　
勇
総
　
　
務
藤
井
教
雄
　
　
　
　
　
外
山
務
員
一
同
山
梨
県
身
延
町
身
延
三
五
六
七
〒
三
一
2
5
　
　
0
五
五
六
六
（
二
）
一
〇
一
一
㈹

京
都
府
仏
教
連
合
会
理
事
長
　
細
　
川
　
信
　
元
京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
七
条
上
ル
　
　
　
　
　
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
内
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
八
一
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幽

仏全1992年7月1日

。
　
　
新
潟
県
仏
教
会
O
　
　
　
会
　
　
元
中
村
　
啓
　
識

兵
庫
県
仏
教
会
会
　
　
長
高
見
寛
康
副
会
長
　
大
　
谷
　
昭
　
世
　
同
　
　
神
　
田
祥
道
事
務
局
長
　
山
局
　
橋
　
恵
　
俊
神
戸
市
灘
区
原
田
通
三
丁
目
五
－
十
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
福
寺
内
〒
傲
　
〇
七
八
（
八
六
一
）
四
〇
四
四

本
願
寺
築
地
別
院
鵜
京
出
張
所
賭
　
日
　
谷
　
周
　
暎
東
京
都
中
央
区
築
地
三
1
十
五
一
一
〒
姻
　
〇
三
（
三
五
四
一
）
一
＝
二
一

茨
城
県
仏
教
会
会
　
　
長
　
中
　
村
　
純
　
崇
　
　
　
　
　
事
務
局
一
同
茨
城
県
水
戸
市
元
吉
田
町
六
八
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薬
王
院
内
〒
㎜
　
〇
二
九
二
（
四
七
）
六
二
六
六

日
光
山
輪
王
寺
門
　
　
跡
荻
原
貞
興
執
事
長
菅
原
栄
光
栃
木
県
日
光
市
山
内
二
三
〇
〇
番
地
〒
謝
－
1
4
　
0
二
八
八
（
五
四
）
〇
五
一
三

＝
＝

副
会
長
　
田
　
宮
　
黎
　
友
　
　
同
　
　
今
湊
良
敬
　
同
　
　
春
　
日
　
浩
三
　
同
　
　
中
島
裕
幸
　
同
　
　
野
　
口
　
日
　
騰
長
岡
市
上
田
町
二
一
二
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
聖
寺
内
〒
脚
　
〇
二
五
八
（
三
三
）
一
五
八
六

巽
．
“
．
≡

西
新
井
大
師
総
　
　
　
持
　
　
　
寺
東
京
都
足
立
区
西
新
井
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
五
－
一
〒
鵬
　
〇
三
（
三
八
九
〇
）
二
三
四
五

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
名
誉
総
裁
　
山
　
田
　
恵
　
諦
理
事
長
野
　
呂
　
幸
心
脚
本
報
竺
抽
　
森
　
　
　
寛
　
紹
　
　
　
　
　
役
員
　
一
　
同
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
－
二
四
－
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
祐
天
寺
内
〒
旧
　
〇
三
（
三
七
一
一
）
七
六
〇
入

財
団
法
人
日
本
佛
教
鐙
一
会
理
事
長
中
山
静
麿
東
京
都
港
区
赤
坂
町
ー
入
i
一
五
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
三
〒
蝦
　
〇
三
（
三
五
八
四
）
九
三
二
〇

4
図
国
　
7
　

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
会
　
　
長
山
本
　
　
　
杉
理
事
長
友
廣
　
　
　
和
専
務
理
事
　
島
　
田
　
喜
久
子
事
務
局
長
　
林
　
　
　
恵
智
子
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
ニ
ー
一
一
一
〒
珊
○
＝
＝
駄
弊
○
ラ
宰
匙
加

真
理
舎
主
　
　
管
友
松
諦
道
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
三
－
四
一
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
寺
内
〒
㎜
　
〇
三
（
三
二
五
一
）
二
六
入
三

一10一
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参
院
選
㎜
・
。
◎

　
七
月
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
第
十
六
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
に
、
本
会
は
加
盟
団
体
よ
り
申
請

の
あ
っ
た
立
候
補
予
定
者
に
対
し
、
推
薦
状
を
交
付

し
て
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
各
団
体
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
順
に
本
誌
に
掲
載
し
、

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
①
推
薦
団
体
、
②
略
歴
、
③
現
職

　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

一
北
海
道
－

岩
本
　
政
光
　
6
2
歳
　
自
民
・
現

①
北
海
道
仏
教
会
連
盟
　
②
北
大
卒
　
北
開
庁
次
官

参
院
内
閣
委
員
長
　
③
参
院
商
工
委
員
長

　
－
滋
賀
－

河
本
　
英
典
　
4
4
歳
　
自
民
・
新

①
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
滋
賀
県
仏
教
会
　
②
翌
翌

財
務
委
員

－
香
川
一

平
井
　
卓
志
　
6
0
歳
　
自
民
・
現

①
真
言
宗
善
通
寺
派
　
②
学
習
院
大
卒
　
労
相
　
参

院
予
算
鮭
鱒
長
　
③
参
院
党
議
員
副
会
長

－
長
野
－

北
沢
　
俊
美
　
5
4
歳
　
自
民
・
新

①
長
野
県
仏
教
会
　
②
早
大
卒
③
党
県
連
組
織
委

員
長

1
神
奈
川
－

斎
藤
　
文
夫
　
6
3
歳
　
自
民
・
現

①
天
台
宗
、
神
奈
川
心
仏
教
会
　
②
慶
大
卒
　
通
産

次
官
　
参
院
党
国
対
副
委
員
長
　
③
参
院
党
副
幹
事

長
－
大
阪
－

坪
井
　
一
宇
　
5
2
歳
　
自
民
・
前

①
和
宗
②
元
府
会
議
長

一
静
岡
一

木
宮
　
和
彦
　
6
5
歳
　
自
民
・
現

①
静
岡
県
仏
教
会
　
②
環
境
政
務
次
官
　
③
参
文
教

委
理
事
　
参
院
P
K
O
特
委
員

青
木
　
薪
次
　
6
6
歳
　
社
会
・
現

①
静
岡
県
仏
教
会
　
②
参
院
逓
信
・
建
設
・
災
害
特

委
員
　
③
参
院
建
設
委
員

　
－
岡
山
－

加
藤
　
紀
文
　
4
3
歳
　
自
民
・
新

①
岡
山
県
仏
教
会
　
②
参
院
議
員
秘
書

－
東
京
－

小
野
　
清
子
　
5
6
歳
　
自
民
・
現

①
東
京
都
仏
教
連
合
会
　
②
東
京
教
育
大
学
　
環
境

政
務
次
官

小
倉
　

基
6
0
歳
自
民
・
新

①
東
京
都
仏
教
連
合
会
　
②
都
議
会
議
長

九
月
十
一
日
に
北
九

　
第
三
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
九
州
大
会
（
全

日
本
仏
教
会
・
福
岡
県
仏
教
連
合
会
共
催
）
は
、
次

の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
日
時
九
月
十
一
日
（
金
）
午
後
一
時
～
四
時
半

　
会
　
場
　
九
州
厚
生
年
金
会
館
（
北
九
州
市
小
倉
）

　
テ
ー
マ
　
い
の
ち
　
か
が
や
け

　
　
　
　
　
　
．
一
人
と
生
ま
れ
た
よ
ろ
こ
び
一

　　

@　

@　

@　

B
市
で
開
催

　
講
　
演
　
鈴
木
健
二
（
熊
本
県
立
劇
場
館
長
）

　
　
　
　
　
村
井
　
勉
（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
会
長
）

　
な
お
、
前
日
の
十
日
午
後
六
時
か
ち
、
祝
賀
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
、
J
R
博
多
駅
前
の
「
ホ
テ
ル
日

航
福
岡
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
九
州
で
三
十
年
ぶ
り
に
開
か
れ
る
こ
の
大
会
へ
、

一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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第
十
入
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒

会
議
台
湾
大
会
が
、
来
た
る
十
月

二
十
七
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
、

台
湾
（
中
華
民
国
）
の
首
都
台
北

市
及
び
高
雄
市
の
郊
外
、
佛
光
山

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
会
で
は
、
日
本
仏
教
界
代
表

団
を
組
織
し
、
こ
の
大
会
に
参
加

し
ま
す
。
代
表
団
に
は
、
仏
教
徒

で
あ
れ
ば
、
僧
俗
を
問
わ
ず
、
ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
こ
の

機
会
に
世
界
各
国
の
仏
教
関
係
者

と
交
流
の
機
会
を
お
持
ち
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
勧
め
申
し
上
げ

ま
す
。

　
期
　
　
日
　
十
月
二
十
七
日
～

　
　
　
　
　
　
三
＋
日

費
　
　
用

募
集
人
員

締
め
切
り

申
し
込
み

＋
七
万
六
千
円

百
五
＋
名

九
月
中
入
日

J
T
B
中
央
支
店

（
〇
三
－
三
二
五
七

　
一
入
四
二
一
）

　
な
お
、
出
発
地
、
日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
務
総
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
参

加
さ
れ
る
方
は
、
日
本
か
ら
の
正
式
代
表
団
の
一
員

と
し
て
、
本
会
理
事
長
よ
り
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、

開
会
式
な
ど
大
会
の
公
式
行
事
に
出
席
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

築
山
　
定
誉
（
元
金
仏
常
務
理
事
）

六
月
七
日
、
入
十
三
歳
で
遷
化

元
真
言
宗
豊
山
派
管
長
　
元
総
本
山
長
谷
寺
化
主

美
重
重
務
｛
局
蓉
録
募
≦

　
　
1
六
月
1

十四ニー
日日日日

＋
一
日

＋
二
日

高
知
県
仏
教
会
役
員
会
出
席

宮
崎
県
仏
教
連
合
会
訪
問

局
内
会
議

茨
城
県
仏
教
黒
総
会
出
席

新
潟
県
仏
教
会
祝
賀
会
出
席

局
内
会
議

全
青
協
墨
蹟
展
出
席

法
律
相
談
室

自
民
党
文
教
関
係
議
員
と
の
懇
談
会

嚇
も
◇
も
◆
肇
◆
る
◆
奪
◆
爆
◆
奪
◆
噂
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
塾
◆
奄
◆
毒
◆
聾
◆
毒
◆
謎

””鱒”ゆ

φ
　
具

御御
φ
　
用

御
榊
　
院

榊
一
　
寺

脚””齢

店盟加会鳳五り通草浅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

店
騨
　
　

　
　
　
　
三
脚
　
一

　轍

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

f
毒
◆
毒
◆
墾
6
塾
◆
奪
◆
も
◆
も
6
毒
◆
奪
◇
も
◆
毒
◆
肇
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
ち
◇
む

　
　
　
　
　
同
和
委
員
会
・
研
究
会

＋
五
日

＋
六
日

＋
七
日

＋
入
日

二
＋
二
日

二
＋
四
日

二
＋
五
日

二
＋
六
日

二
＋
九
日

三
＋
日

東
京
都
仏
教
連
合
会
総
会
出
席

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

文
化
庁
宗
務
課
職
員
と
の
懇
談
会

税
務
委
員
会

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

神
奈
川
県
仏
教
会
総
会
出
席

局
内
会
議

イ
ン
ド
首
相
歓
迎
会
出
席

法
律
相
談
室

ル
ン
ビ
ニ
ー
桜
貝
会
正
副
委
員
長
会
議

国
際
委
員
会

加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会

一12一

一
九
九
二
年
七
月
一
日
発
行

発
ゲ
人
　
籏

昌

一
丁

日

ム

〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四
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